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・ 地域では様々な個人や自主活動グループが、地域課題解決のために主体的に活動をして

  います。し かし 個々の活動だけでは解決でき ない複合的な課題に対し て、連携・ 協働

  できる場づく り が求めら れています。

・ 福祉制度の充実により 、相談・ 支援の仕組みは、次第に整ってきましたが、相談につなが

  ら なかったり 、既存の制度だけでは対応が難し いこと があり ます。住民同士や関係機関が

  課題を 共有し 、解決に向けて柔軟に対応でき るよう な地域づく り が必要です。

・ 生きづら さ を抱えた人が、孤立や生活困窮、家庭環境等を背景に、法に触れてしまったり 、

  犯罪に巻き込まれてしまう こと があり ます。関係機関が中心と なって、地域で支える仕組

  みを考えていく 必要があり ます。

■ 現状と 課題

・ 身近な困り ごと を 発信し 、解決に向けて地域の仲間と 一緒に考えます。

  ま た 、関係機関や練馬区社協につなぐ などして、課題の共有に取り 組みます。

・ 活動分野が異なっ ていても 、地域の団体同士が、共通する 課題に対し て

  ゆるやかにつながり 、困っている人一人ひと り を共に支え合える仕組みを作り ます。

■ 地域での取り 組み

地域課題を 共有で き る
ネット ワーク づく り取組項目5

柱 2

・ 個別の課題を地域課題と 捉え、分野を超えて地域住民や関係団体・ 機関等と 連携できる

　地域のネット ワークづく り に取り 組みます。

・ 地域での触法予防ネット ワークを推進すると と も に、練馬区と の連携を強化します。

・ 地域福祉コ ーディ ネータ ーが、地域で活動する団体や人々と 思いを共有し 、誰も が安心

　して暮らすこと のできる地域について一緒に考え、様々な活動の支援を進めます。

・ ねり ま社会福祉法人等のネット や関係団体などと 共に、情報交換や連携できる場づく り

　を強化し 、様々な地域課題を解決するための仕組みづく り を進めます。

■ 練馬区社協の取り 組み

今日的な 課題に 関心を 持ち
共有できる 場があ る

目指す 姿
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～ねりま☆共生フォーラム～

住み慣れた地域で 暮らし 続ける

　 生き づら さ を 抱えた人が法に触れてし まう こ と や犯罪に巻き 込まれてし まう こ と があり ます。その結果、周囲か

ら 受け入れら れず住み慣れた地域で 暮らし 続けるこ と ができ なく なっ たり 、時に加害者と し て司法の枠組みで 裁

かれ、地域生活を 取り 戻す困難さ を 抱えるこ と があり ます。

　 そう いっ た社会課題の解決に向けて、練馬区社協では平成3 0 年から 地域の関係者と 勉

強会や情報交換を 定期的に行っ てき まし た。現在、福祉関係者、保護司、弁護士等の様々な

立場の関係者が参加し 、生き づら さ を 抱えた人が、地域の理解や適切なサポート の下で 地

域生活を 取り 戻せるよう 、区内でのネット ワーク構築を 目指し 、活動し ています。

更生保護は国の機関だけではなく 、地域の様々な方の

理解と 協力が不可欠です。

保護司（ 保護観察官と 共に立ち 直り を 支える 民間ボラ

ンティ ア）や民間の更生保護施設、青年ボランティ ア団

体、協力雇用主（ 雇用を 通じ て、自立や社会復帰に協力

する 民間の事業主）など、地域で 支える 活動の広がり

が必要と さ れています。

更生保護を 支える 人たち

　 保護司になっ て 1 1 年ですが、それ以前から 現在に至る まで団地の管理組合や民生・ 児童委員など、

地域活動に取り 組んでいます。高齢者の見守り 声掛け、少年非行の防止活動、地域包括支援センタ ー

と の勉強会など、様々な活動を 通じ て地域と のつながり を 強めていく よう 努めています。 中には支援

を 受け入れよう と し ない人も いますが、地道に続けていると 逆に相談さ れること も 増えてき まし た。

　 保護司活動で一番残念に思う のは、 保護観察が終了し てすぐ に再犯し てし まう 方がいる

こ と です。 依存症など病気を 抱える 方が多いのも 一因ですが、保護観察中にも その兆し を

感じ るこ と も あり ますので、 保護観察終了後も 継続的なフォローを するこ と が大事なのか

と 思います。練馬区社協から 声がかかり 、ねり ま☆共生フォーラムで色々な立場の方と 出会

えまし たし 、何かと 勉強になり まし た。 今後も 間口を 広げ地域と つながっ ていき たいです。
保護司　

二葉さ ん

犯罪をし た人が抱える 課題を 社会全体で 解消するこ

と で、その立ち 直り を 支援し 、犯罪や非行の繰り 返し

を なく し ていく 再犯防止の取組が求めら れています。

国が策定し た再犯防止推進計画にも と づき 都道府県、

市区町村単位で の計画策定が進めら れて いま す。

練馬区は令和７ 年度から の地域福祉計画に含める 形

で策定さ れます。

再犯防止推進計画

　 保護司活動の中で法を 犯し 更生を 目指す人と たく さ ん出会っ てき まし た。 話をし ていると 、その多く

の人が小学校・ 中学校で必要な知識を 得たり 、先生や友だちと の関わり を 通し て社会性を 育むこと なく 、

孤立し ていたこ と に気づき まし た 。 問いを も つ・ 考える・ 工夫する・ 対話する・ 相談すると いう 経験が圧

倒的に不足し ている のです。現在は小学校での教員の経験を 生かし 、練馬区社協と も 連携し ながら 地域

での学習支援の活動にも 取り 組んでいます。

　 保護司や学習支援の活動も 続けている 限り 悩むこ と はあり ますが、分野を 超えたネット ワーク

を 広げている と 相談でき る 人の幅が広がり ます。 ねり ま ☆ 共生フ ォ ーラ ムに参加する 度に

「 つながる 」こ と の大事さ を 実感し ています。

　 今後はネット ワーク の線を 太く し て具体的な問題解決の見通し が地域にも 見えるよう に

できると 良いなと 思います。

相談でき る 人の幅が広がる 。つながる って大事です！

新し い情報を キャッ チできる 場所は貴 重です！

地域でこ んな 取り 組みが

広がっています

保護司　

石井さ ん



共通の思いがネット ワーク に

私た ち も「 こ ま ねり 」メ ン バーで す
～参加団体から メ ッ セ ー ジ ～

「 すべてのこ ど も に居場所があ る 練馬に 」を

合言葉に様々な活動を し ていま す

は、団体の

こ んな声から

生まれまし た！

居場所を作り たい

子ど も が自分で 行ける

範囲に 色んな 居場所が

もっと あればいいな。

練馬に 昔から ある み

どり を 活かし てつく ら

れた冒険遊び場です。

「 学 校に 行 か な い 選

択」 をし た子のための

多様な学びの場です。

「 子ど も たち のやり た いこ と

を実現する！」をモット ーに、子

ども 主体で活動しています。

「 楽し く 勉 強 を し た

い」「 ワイワイ皆で お

話しし たい」学校の宿

題を ボラ ン ティ ア が

お手伝いします。 練馬の子育てを 孤独な孤育てに

し ないよう 子育て世代も 支援者

も 団体も 一緒に活動しましょ う 。

う ち の子ちょ っ と 個性的かな⁈

と 感じ る保護者の方、一緒にゆっ

く り おしゃべりしましょ う 。

　 令和４ 年９ 月、子ども の居場所がテーマの映画上映会を企画した団体同士が、連携を呼び

かけ、 民間団体ネット ワーク「 こまねり 」が立ち上がり ました。 令和7 年3 月現在、7 0 団体と

関係機関が参加、活動しています。個々の団体のテーマや活動内容は様々ですが、子ども の

声に耳を傾け、 一人ひとり の気持ちに寄り 添う 姿勢は同じ です。１つ１つの団体は小さ く て

も 、つながり 、協力すること で、子どもたちへ伝える力も 大きく なると 考えています。

情報を 伝え た い

居場所を 必要と し て い

る子ども や保護者にもっ

と 情報を届けたいな。

　 石神井・ 小さ なおう ちでは、学校へ行かない選択をし ている 子ども たち の居場所と 地

域の居場所活動を 行っ ています。家と 学校以外の居場所は、 子ども にと っ ても 保護者に

と っ ても 必要であると 感じ ています。民間の居場所は、 必要と し ている 人だけではなく 、

学校や関係機関にも 情報が届き にく い、と いう こと に課題を 感じ ています。子ども 関係の

活動をし ている民間団体が、たく さ んあること を 知っ てもら い、各団体や関係機関と つな

がり を 作り 、 それぞれの強みを 活かし たり 、 困っ ていること を 共有し ながら 、 子ども たち

が安心できる居場所のネット ワークを 広げていければ、と 思います。（ 代表　 長谷部さ ん）

　 なゆたふら っ と では、不登校児の居場所やこ ども 食堂を 実施し ています。活動の中で課題に

感じ ていること とし て、 利用さ れている方の中には、 一歩を 踏み出すこと が難しく 利用が長期

化する 傾向がある方も いる 、と いう こと が挙げら れます。本人が自分で考え、「 自分はこ れでい

い」と 思える、自分に O K を だせるよう になっ てほし いと 思います。一方で、なゆたふらっと を

卒業し た方は新たな環境でつながり ができている 方も いるので、そう し た様子を 知ると 嬉しく

思います。また、普段接点のない人や団体と つながる 場も 必要と 感じ ます。（ 代表　 鈴木さ ん）

　 I  a m  O K の会は、練馬区社会福祉協議会の後押し を 得て 2 0 0 4 年に生まれまし た。

発達障害のある子ども 支援と 保護者を 支援すること を 目的とし 、生涯にわたって、切れ

目のない支援を めざし ています。当初は発達障害を 持つ子ども についてご 家庭での工

夫を 集めること から 活動を 始めまし た。また現在では、 児童発達支援事業と と も に、 所

属する園や小学校を 訪問し 、養育環境や教育環境等について先生方と 意見交換し 、改善

する 活動（ 保育所等訪問支援事業）に力を 入れています。また、親御さ んには安心し て話

ができる支援者（ ペアレント メ ンタ ー） のいる居場所を 提供し ています。つながり 合う こ

と で、助け合えること を 実感し ていただけると 思います。　 　 　 　 　 　（ 代表　 林田さ ん）

団体同士でつながり たい

１団体の力だけでは、 複雑な事情を

抱える 子ど も の課題を 解決するこ

と が難し いな。

■居場所の立上げ支援・ 広報

■居場所でボランティ アし た

　 い方や寄付を募る

■講演会などイベント の実施

■ホームページ、

　 居場所マッ プの作成

■支援団体の連絡会を実施

■共通課題の勉強会の実施

■個別ケースについて複数の

　 団体・ 機関が連携し た支援

大学生による活動です。子ども

たち があり のままで いら れる

居場所を目指し ています。

赤ちゃ んから シニア世代ま

で自由に過ごし 、ホッ と でき

る地域の寄り 合い所です。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

他にも 仲間が いっ ぱ い

～ネット ワーク で つながり 、広がる ～
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「 こ ども まんなか

 ネット ねり ま」の

  サイト はこ ちら


